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好評連載

バングラディッシュで突撃訪問看護！？  
◎向谷地生良（北海道医療大学）

こうすれば退院できるし、暮らせるし。  
◎加藤由香（ACTひふみ・看護師）

特集

地域ケアにつながる
 「退院看護サマリー」の書き方
病院から地域へ、という流れが加速しています。病院を退院する時には時間をかけて書いている「退院看護サマリー」です
が、地域の人へ渡しても、残念なことに十分に活用されていないという声があるのです。どうやら病院と地域では、同じ単語
でも違うことを指していたり、そもそも必要とする情報が違うということが見えてきました。そこで本特集では、病院と地域の専
門職の意見をすりあわせつつ、理想の「退院看護サマリー」用紙を提案していきます。

3月24日、医学書院会議室で行われた「オープンダイア
ローグ」セミナー。精神医療の前提をくつがえす可能性
を感じさせる内容に、会場内は異様な熱気に包まれまし
た。だって救急急性期はこれまで薬や拘束が前提だっ
たものが、（斎藤環先生いわく）「極端に言えば、しゃべっ
ていれば治る」場合があるというのですから。／奇しくも
9月号の退院看護サマリー特集のために開催した座談
会で、救急急性期の勤務経験があるナースがこんな発
言をしていたのです。「救急で入院してきた患者さんのな
かに、10時間までもいらない“レスパイトケア”、つまり（精
神は反応で起きるので）、その人の興奮がやむまで見守
るようなケアがあれば、この人は入院という形を取らずに
いけたのではないか、というケースがすごく多かった」と。
これもきっと同じ話ですよね？／現場のいろんな実感と
現実がリンクしていくのを感じます。わくわく。  石川

編集後記
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＊予定ですので、著者、内容含め変更になる場合があります。

①本特集をしたいと思ったきっかけ◎熊崎恭子（大阪大学大学院）
②地域生活を支えるための情報共有とは◎西池絵衣子（天理医療大学）
③ケアの継続性につく診療報酬◎高田久美（西伯病院地域連携室・看護師）
④退院看護サマリー　送り手と受け手の思っていること座談会◎加藤由香、梅本育子、藤田みゆき
⑤理想の用紙の提案
⑥西伯病院で退院調整看護師が行っていること◎高田久美（西伯病院地域連携室・看護師）
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